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審 査 結 果 の 要 旨 

 

本研究は、ラットに高コレステロール食を与えることにより高脂血症、脂肪肝を発症さ

せ、肝および脂肪組織における脂質代謝関連遺伝子であるレチノイド結合蛋白（RBP）、心

臓型脂肪酸結合蛋白（H-FABP）、皮膚型脂肪酸結合蛋白（C-FABP）mRNA発現の変化を検討

したものである。その結果、高脂血症ラットの脂肪組織でH-FABP mRNAの発現が増加してい

ることを初めて見いだした他、肝のRBP mRNA、脂肪組織のRBP、C-FABP mRNAの発現も増大

することを確認した。さらに脂質代謝改善効果が期待される生姜について、それらの遺伝

子発現への影響は軽微であったものの、脂肪肝の所見を改善する事を確認した。本論文の

内容は、高コレステロール食と脂質代謝関連遺伝子変化の関係を明らかにしたのみならず、

高脂血症の代替医療分野において、明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


